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東海地区デザインの現状と課題

Current State and Problem of Design Activity in the Tokai Area

1．デザイン学会と産学官連携

　2007年6月22日（金）～24日（日）の
3日間にわたり、本学施設を会場に日本デザ
イン学会平成19年度春季大会が開催された。
開催都市・浜松において、この大会がデザイ
ンによる産・学・官と市民の連携を深めるよ
き機会となることも期待して、大会テーマに
「産・学・官のデザイン」を掲げ、大会の企画・
運営が行われた。大会のプログラムは次の通
りである。
■6/22(金)＜1日目＞
　10:30 総会
　13:00 開会式
　13:30 基調講演（川勝平太：本学学長）

「21Cの国土のグランドデザイ
　　　　　　ン」
　14:30 特別講演（吉村等：株式会社スズ

キ　デザイン部部長）
「スズキデザインの目指すもの」

　16:00 エクスカーション
■6/23(土)＜2日目＞
　 9:30 口頭研究発表1
　13:00 ポスター発表、企業展示等
　14:00 オーガナイズドセッション1

「21世紀、デザイン教育の再考」
　16:15 口頭研究発表2

　19:00 懇親会（ホテルコンコルド浜松）
■6/24(日)＜3日目＞
　 9:30 口頭研究発表3
　13:30 ポスター発表、企業展示等
　14:40 オーガナイズドセッション2

「東海地区デザイン事情」
オーガナイズドセッション3
「デザインインターンシップのゆ

　　　　　　くえ」
　16:30 閉会式
　3日間の大会を通して、口頭研究発表145
件、ポスター発表32件、企業展示3件（浜
松地区3社）の参加があった。大会全体の参
加者は510名に上り、54回を数える日本デ
ザイン学会大会の中で最高人数を記録するほ
どの盛況であった。大会の実施にあたっては、
大会委員長：川勝平太（本学学長）、大会実行
委員長：河原林桂一郎（本学デザイン学部長）
のもとに学会役員・本学教員による実行委員
会が組織され、企画・運営を推進した。
　以下、浜松地域の主要企業のデザイン担当
の参加も得て実施されたオーガナイズドセッ
ション2「東海地区デザイン事情」について、
当日の討議概要を報告する。同セッションは、
大会3日目の6月24日（日）の14:30か
ら2時間にわたり、大会B会場（280中講義
室）において行われたものである。

いまグローバル産業が牽引する東海地域は元気である、と言われている。パワーの源も、ものづくりの技
術力、製品生産力にデザインが加わり、厚みを増してきた。そして近年、東海地域では、デザイン教育機関
も増加してきており、デザインの人材や情報の地域への浸透力も高まってきた。それらは、いずれも地域の
持続性と新展開を支えるユニークな産業資産であり、文化資産であると考えてよい。それらをローカルな回
路で結べないだろうか。

The Tokai area that global industry pulls is filled with vigor now. Design joined technology of the manufactur-
ing and product production capacity, and the source of the power added to thickness. And in late years, in the
Tokai area, the design educational institutions increased, and the talented people of design and the informa-
tion of design became rich, too. They are both unique industry resources and culture resources supporting the
local sustainability and new development. May not you bind them together by a local circuit?
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Current state and problem of design activity in the Tokai area
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2．「東海地区デザイン事情」

　オーガナイザー
　：黒田宏治（静岡文化芸術大学教授）
　パネラー（敬称略・五十音順）
　：江口倫郎
　　（株式会社エリプスガイド代表取締役）
    ダーグ・クリングステッド
    （エルゴノミデザイン・ジャパン株式会社
　　代表取締役社長）
    沼田　務（株式会社エルム・デザイン取締役）
    峯　郁郎
　　（ヤマハ株式会社デザイン研究所室長）
    吉村　等（スズキ株式会社デザイン部部長）

黒田　「東海地区デザイン事情」のセッション
を始めたいと思います。私は、お手元のプロ
グラムではオーガナイザーと書いてあります
が、このセッションの司会進行を務めます、静
岡文化芸術大学の黒田と申します。よろしく
お願いいたします。まずこのセッションの趣
旨を、確認の意味で、読み上げます。
　「いまグローバル産業が牽引する東海地域は
元気である、と言われている。パワーの源も、
ものづくりの技術力、製品生産力にデザイン
が加わり、厚みを増してきた。そして近年、東

海地域では、デザイン教育機関も増加してき
ており、デザインの人材や情報の地域への浸
透力も高まってきた。それらは、いずれもが
地域の持続性と新展開を支えるユニークな産
業資産であり、文化資産であると考えてよい。
それらをローカルな回路で結べないだろうか。
このセッションでは、独自のデザインの活動
をされている東海地区デザイン関係者を迎え
て、近未来のデザイン状況を展望しつつ、そ
のあたりの可能性・方向性について考えてい
きたい。」
　この趣旨に則して、はじめにパネラーの
方々にご用意いただいた話題を提供いただき、
ひと通りお聞きして、質疑、議論に入ってい
けたらと思っております。それでは、株式会
社エリプスガイドの江口倫郎さんからお願い
いたします。

●東海地区デザインと情報発信
江口　江口と申します。まず自己紹介からさ
せていただきます。私は、生まれは兵庫県で
すが、育ちはずっと名古屋で、学校も愛知県
立芸術大学を出ました。就職では東海地方を
離れようと思って、本社が東京の三菱自動車
を受けたのですが、配属のデザイン部は岡崎
にありまして、結局この東海地域を離れられ

写真1 当日の討議風景（左から黒田、江口、ダーグ、沼田、峯、吉村の各氏）
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ないでおります。三菱自動車へ入社し、18年
間自動車のデザインをしておりました。
1970年代にミニカを3世代ぐらい、それか
らミニキャブを2世代ぐらいやりました。途
中からミラージュが新しく出てきまして、こ
れも2世代か3世代やりました。
　自動車のデザインをしながら、ある時期か
ら自動車と環境の問題を考え始めました。そ
んな時にちょうど声を掛けられて、オースト
ラリアで行われるワールドソーラーチャレン
ジというソーラーカーのレースにデザイナー
として参加して、病みつきになりました。
1990年には、とうとう会社を辞めて、自分
でチームを立ち上げてレースに出るようにな
りました。それで独立して、今は自分でデザ
イン事務所をしております。これで約17年
たちましたが、特にジャンルは定めずやって
きました。ただこの地域はデザインでも自動
車関係の仕事が多いので、それらを中心に
やってきております。
　皆様のお手元には、刷り上がったばかりの
『日本インダストリアルデザイナー協会中部の
三十年』をお届けしてありますが、会員紹介
の11ページ目に私も載っております。ここ
ではオーストラリアのレースに出たソーラー
カーを紹介させていただきました（写真2-
1）。たぶんレース用のソーラーカーをつくっ
たのは、デザイナーでは私が最初ではないか
と思います。1993年に3回目の参加をして、
それ以来レースはやめました。そのあとは、
子ども用のソーラーとか、オルタネーティブ
エナジー（代替エネルギー）のプロモーショ

ンのような感じで少しずつ続けております。
　東海地方はものづくりでは元気がいいので
すが、もう一つ盛り上がっていかない部分が
あるなと思います。昔からいいものをつくる
けれどもなかなか知られない。やはり情報発
信という手段がこの地域には欠けているので
はないか。大企業でも中小企業でも、いいデ
ザインをして、いい商品をつくっていて、生
活の中には浸透していますが、デザイナーの
名前が挙がってこないとか、もの自体の話題
性に乏しいとか、情報発信の部分でどうして
も東京偏向がある。東海地域はその部分が非
常に欠けていると思います。
　そんなことも考えながら、自分の知ってい
る部分だけでも残して伝えていければと思い、
最近はできるだけ印刷物に落とし込むように
しています。JIDAの活動もそうですが、ほか
にも自分の会社で出版を始め、5年ほど前か
ら1～2年に1冊ずつ先輩方の作品集を出版
しております。『宮田脩平とグッピー』が一番
新しい本です。愛知機械工業という会社が、
昔、コニーという商用車をつくっておりまし
た。そのデザインをされた宮田脩平さんは
JIDAの先輩で、スケッチなど資料を集める
チャンスもあったものですから、一冊にまと
めました（写真2-2）。それから、三菱の先輩
に二村正孝さんがいて、セレステ等をデザイ
ンされましたが、そういったものをまとめた
のが『二村正孝とセレステ』です。
　これらのきっかけになったのは、私の恩
師である河村暢夫先生が愛知県立芸術大学
をお辞めになるときに、教え子の作品を

写真2-1　ソーラーカー　SJM-5　
　　　　　Ver.3毎日号（1993年）

写真2-2　『宮田修平とグッピー』（表紙）
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『KAWAMURA'S GENERATIONS』という
本にまとめたのですが、このように残していく
ことは大事だなと思いまして、それをきっかけ
に始めました。いい仕事がいっぱい残っていま
すから、今後そういったものをしっかり記録と
して残すように、仕組みをつくっていけないか
なと、その辺を最近考えております。

黒田　どうもありがとうございました。ご活
動の経歴を通じて、特に情報発信力に関する
提起をしていただいたのではないかなと思い
ます。続きまして、2番目のエルゴノミデザ
イン・ジャパン株式会社のダーグ・クリング
ステットさん、ダーグさんとお呼びしてよろ
しいですね。お願いいたします。

●スウェーデンの中小企業とデザイン
ダーグ　紹介していただいたダーグと申しま
す。まず、最初に弊社のことを簡単に紹介さ
せていただきますが、エルゴノミデザインと
いうのは「選り好み」ではなくて人間工学デ
ザインのことです。38年前から、スウェーデ
ンで人間工学に基づいた商品開発および工業
デザインをやっております。海外の支社とし
て、5年前に初めて日本でエルゴノミデザイ
ン・ジャパン株式会社を設立しました。現在
では60人近い社員がいて、北欧最大のデザ
イン事務所です。20代から60代までの人が
います。
　デザイナーは当然デザイン大学を出ていま
すが、弊社の特徴としては、工学系の大学を
出ている人もけっこういることです。ほかに
も医学とか、人間工学とか、いろいろな出身
の人がいます。それは仕事上は非常に助かる
わけです。なぜかといいますと、お客さんは
皆さんメーカーで、メーカーのデザイナーや
エンジニア、いろいろな人たちとチームを組
んで開発しますが、スムーズにコミュニケー
ションが行えるからです。デザイナーがエン
ジニアリングを知らないと、どうせつくれな
いのに何で提案するのかとエンジニアに怒ら
れることがあると思いますが、弊社ではそう
いう問題はあまり生じません。
　弊社が知られるようになったのは、ス
ウェーデンが世界でいち早く高齢社会になっ
た1970年代に開発した福祉機器によってで

す。このときは国の予算でいろいろ研究をさ
せていただきました。特に握力の弱い方のた
めの生活用品の開発研究です。食事や調理や
トイレや入浴などは毎日やらなければならな
いことですから、身体障害者は大変困るわけ
です。リウマチなどで握力の弱い人は、普通
の食器を持つのが大変です、重いし、腕を曲
げたりするのは難しくなりますから。その時
にＬ型のようなナイフをつくりました（写真
3-1）。非常に評判が良かったので、1973年
に商品化されて、今日でもモデルチェンジな
しでこのままで販売されています。
　スウェーデンはご存じのようにヨーロッパ
の田舎です。面積は日本の1.3倍ですが、人
口は900万人で、ある意味で日本から見ると
スウェーデン全部が田舎だと思います。ス
ウェーデンでも、特に地方では、昔は日本と
似て小さい会社はデザインの価値を理解せず、
デザインにあまり金をかけない状態でした。
しかし、この20年間で、小さい会社でもデ
ザインをしないと損だというように変わって
きました。
　イギリスのデザインカウンシルが作成した、
1993年から2003年の10年間のロンドン
株式市場の上場企業の株価変動のグラフがあ
ります（写真3-2）。一番下の青い線は株価の平
均です。上の赤い線はこの10年の間にデザイ
ン賞を7回受賞した会社のもので、その下にあ
る黄色の線は1～6回受賞した会社の株価変動
です。徹底的にデザインに投資している会社の
ものです。ご覧のように、10年間に株価の動き
は全然違います。デザインに投資した会社のほ
うが得しますよという証明です。
　次は弊社の事例です。スウェーデンの人口
2,000人ぐらいの町にあるメーカーの例で
す。当時90人の会社でしたが、ある溶接マ
スクをつくりました（写真3-3）。ご存じの通
り溶接マスクは片手で持つか、ヘルメットの
ようにかぶります。かぶると上げ下げをしな
ければならず、生産性があまり良くないとい
うことで改良しました。バイザーに普通のガ
ラスではなくて、液晶シャッターを利用して、
自動的に暗くなったり明るくなったりします。
側面には窓ガラスがついており、フォークリ
フトとかが走っているような現場で作業する
ときでも、サイドが見えると不安になりませ
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ん。下部に付いているのは空気清浄機です。
このデザインで、この会社の売上は2年間で
300％になりました。米国の3Ｍに買収され
て、今では本当に国際的な会社になりました。
北欧では非常に有名なデザインの事例です。
　こういう例もあります。世界初の人間工学
の研究を基にしたマウンテンバイクのグリッ
プをつくった会社です（写真3-4）。普通のグ
リップの開発期間は1～2 週間ぐらいです
が、これは8カ月かけて開発しました。特徴
は、上半身の体重をある程度分散して、長く
乗っても疲れないようになっているところで
す。一つ面白いのは、このグリップのパッ
ケージです。片方が外へ出ていますので、店
頭で商品を簡単に体験できます。「これは違
う」とか「これはすぐに使ってみたい」と思っ
てもらえるようになっています。一昨年、ド
イツで発売したら、1年間の販売予定数が2
カ月で売り切れまして、大変好評でした。こ

れも小さな会社のデザイン事例ですが、この
会社は付き合い始めてから、10倍以上売上
がアップしました。
　最近のスウェーデンは、田舎でも技術とデ
ザインで成功している会社がかなり増えてい
る思います。ですから、日本も東京だけでは
なくて、地方の町の小さな会社でも、このよ
うにデザインの知識を使うことにより成功で
きるだろうと思っています。

黒田　どうもありがとうございました。ス
ウェーデンを欧州の田舎と言われましたが、
同じ意味で、東海地区も日本の田舎かもしれ
ません。デザインの経営効果、経済効果と
いったあたりは、こんなにすごいのかなとい
う説得性のある内容だったと思います。
　それでは、続きまして、株式会社エルム・デ
ザインの沼田務さんから発表をお願いしたい
と思います。

　写真3-3　呼吸ができる溶接マスク
　　　　　　speedglass9000

写真3-1　リウマチ患者のためのパン切りナイフ

写真3-4　マウンテンバイク用グリップ

写真3-2　デザイン投資会社の株価変動
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●エルム・デザインとＧマークの取り組み
沼田　エルム・デザインの沼田と申します。今
日は、産学共同とかの話題も織り交ぜながら、
「エルム・デザインとＧマークの取り組み」を
テーマに、紹介をしたいと思います。
　エルム・デザインの「エルム」は、英語で
いうとニレの木のことですが、別にニレの木
がどうという話ではなく、THE EPOCH
MAKERS OF LAND AND MARINE、「陸
のもの・海のものに関するエポックな新しい
商品をつくり出すデザイン会社」という気持
ちから命名しております。舟艇やスクーター
を中心とした二輪車のデザインが中心的な業
務です。
　さて、Ｇマークについてですが、1957年
に始まりましたが、現在の審査基準は、「1．良
いデザインであるか」「2．優れたデザインで
あるか」、この辺はまあ当たり前かなというと
ころですが、最近では「3．未来を拓くデザイ
ンであるか」というところが大事になってい

ます。「未来を拓く」というのは形だけではな
く、未来を示唆する何か新しいサムシング
ニューを持って来いというふうに感じており
ます。2006年度は応募総数が約3,000件
で、いろいろ部門がありますが、そのうち約
1,000件が受賞ということで、約3分の1が
Ｇマークを受賞できるかたちになっています。
最後にその中から金賞が15点選ばれること
になっていますが、金賞が取れる割合は0.5
％で、なかなか難しい関門になっています。
　エルム・デザインでも、最近になってその
ような 0 . 5 ％の金賞が取れてきました。
2001年にTMAX、2003年に電気で走る
Passol、2005年のEC02も電気で走るコ
ミューターです。この3件がＧマーク金賞で
す。2001年のTMAX、モーターサイクルの
非常なファンの乗り方とスクーターならでは
の利便性を調和してつくった商品で、欧州で
はいまだにトップセールスを担っております
（写真4-1）。2003年のPassolは、「ライト・

写真4-2　日本初の量産電動二輪車Passol写真4-1　スクーターTMAX

写真4-3　ミニマムファンコミューターEC02 写真4-4　ロボットスーツHAL-5
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スマート・クリーン＆サイレント」を開発
テーマにし、未来の道具ということで出した
ところが評価されたと思っています（写真4-
2）。2005年のEC02は、先ほどのPassol
のデバイスを使ったミニマムファンコミュー
ターで、バッテリーをもう1個付加したり、折
り畳んで室内保管とか、電気ならではの可能
性を追求したところも評価されました（写真
4-3）。ちなみに日本の二輪メーカーの中で
は、この3件だけが金賞受賞のようです。
　そして、2006年にＨＡＬ-5が受賞させて
いただきました（写真4-4）。これは、筑波大
学山海研究室とのコラボレーションで開発し
た医療支援ロボットスーツです。ＨＡＬは、
Hybrid Assistive Limbで、人の力ともの
（電機）が一緒になって支援する手足、そうい
うネーミングの頭文字です。「完成度が高いハ
イテク技術と時代をリードする表現によって、
金賞を与える」というコメントをいただきま
した。もともとは2005年の愛・地球博のと
きに、産学連携による技術開発を発表する場
がございまして、デモンストレーションを含
めたかたちでデザイン行為を行ったものでし
た。去年の夏には、ロボットスーツを装着し
た山男が身障者を担いでスイスアルプスのブ
ライトホルンに登り、新聞にも取り上げられ
大きな話題を呼びました。ですから、医療行
為としてどうなのかというとちょっと疑問は
ありますが、国の補助金もいただいて、パ
フォーマンスもしながら、どんどん活性化さ
せるという意味合いも含めて、こういうかた
ちのデザインをしております。
　ロボットスーツの面白いところは、モー
ターで身体を支援するところです。何かをし
ようとしたときに、その力を感じて増幅させ
る装置というのが何となく概念としてあると
思いますが、これはちょっと違いまして、右
手を上げる、左足で蹴るということを頭で考
えますと、考えた行為が身体表面を電流とし
て走りますが、電流をそのまま検知して、手
とか足が動く前にモーターを制御して動かす
ことにより完全な同期が得られます。手を上
げたい、足で蹴りたい、そういう意思を持て
ば、思った瞬間に電気が走るので、手や足が
なくても作用でき、そこに新しい可能性があ
ると思います。

　このようなことで、先ほどのＧマークの
「未来を切り拓くデザインであるか」というと
ころと、エルム・デザインの「エポックメー
カー」というところが非常に近いベクトルを
向いていますので、この辺も合わせながらこ
れからも頑張っていきたいと思っています。

黒田　どうもありがとうございました。エル
ム・デザインというとオートバイが中心かと
思っていましたが、最近では広がりを持ちつ
つあるなという印象を受けました。特に、昨
年度のＧマーク金賞のロボットッスーツのお
話は興味深くお聞きしました。
　それでは、続きまして、ヤマハ株式会社の
峯郁郎さんから、お願いしたいと思います。

●ヤマハデザインの基本的考え方
峯　ヤマハ株式会社の峯でございます。われ
われは楽器をメインにやっておりまして、ほ
かにＡＶ機器とか、コンピュータの周辺機器
があります。スポーツ用品としては、ゴルフ
クラブのデザイン、開発、販売もやっており
ます。本日は、われわれがデザインをどうい
う気持ちで開発をしているかを、見ていただ
こうと思います。
　はじめに、五つのデザインフィロソフィー
ということで、われわれヤマハ株式会社がデ
ザインを進めていく中での五つのキーワード
をご紹介したいと思います。
　まず一つ目は、INTEGRITY。直訳します
と、誠実という意味になるかと思います。わ
れわれは、これを拡大解釈して、本質を押さ
えてデザインを進めようというメッセージを
込めております。
　二つ目のキーワードはINNOVATION。ヤ
マハでなくても、どこでもこういうことが言
われているかと思いますが、やはり創造的で
新しいものでないといけないということです。
　三つ目はAESTHETICSです。巷ではエス
テという言葉がポピュラーで、英語的な発音
は難しくて私はできませんが、日本語的に読
みますとエステティックですね。美しさがと
ても大切な機能であり、エモーショナルな部
分に響くということで、やはり美しいものを
つくりたいなということでございます。
　四つ目は、ちょっと聞き慣れない難しい言
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葉ですが、UNOBTRUSIVENESSという
キーワードを掲げています。もともとは
OBTRUESIVEという言葉があって、これは
日本語にすると「押しつけがましい」という
意味合いですから、UNOBTRUSIVENESS
は、「押しつけがましくない」という意味にな
ります。われわれがつくるのは楽器がメイン
ですが、やはり音楽は演奏される方が主役で
す。そういうものと人との関係を大事に開発
しましょうというメッセージが込められてい
ます。
　五つ目、最後のキーワードはSOC IAL
RESPONSIBILITY。最近よく社会的責任と
いう言葉が出てきますが、ここでは社会との
調和、世界との調和、地球との調和というふ
うにも考えられると思います。例えばサイレ
ント楽器は、ヤマハの楽器を買ってくださっ
た直接のお客さまの周りにいらっしゃる方も
お客さまだという感覚で、練習するときに妙
に騒音を出し過ぎない、そんなメッセージを

込めて開発されました（写真5-1）。音を出し
て儲けてきた楽器メーカーですが、音を消し
てまたご奉公するという社会的責任のような
側面もございます。
　そして、この五つのキーワードを受けて、も
う少し具体的にといいますか、どういうふう
に考えていくかということを、「4つの基本的
な考え方」ということで定めています。
　まずは'Long life partner’ということで、
永く愛用されるデザインを目指そうというこ
とです。楽器というのは、練習を含めて、自
分が演奏ができるようになってからも、とて
も長くお付き合いをする商品の一つでござい
まして、使えば使うほど手になじむという、そ
ういうものと人との関係が必要だと思ってい
ます。
　次の考え方は'Enriched value'、愛着の持
てるデザインです。'Long life partner'と重
なるところもございますが、愛着を持って長
く使っていただくということです。われわれ
は木でピアノをつくり、木でギターをつくり、
ずっと木を使ってきました。木という材料の
難しさも知り、温かさも知りということで、愛
着の持てる素材、愛着の持てるデザインを心
掛けています。弊社のサイレントバイオリン
でも、フレームの部分はプラスティックを
使っておりますが、本体は木を使っていて、本
物のバイオリンと同じような音の響きを、も
う一度デジタルでできるような構造をしてお
ります。
　そして'Simplicity'、簡潔なデザインという
ことです。シンプルという言葉がよく使われ
ますが、単に、単純で簡素というわけではな写真5-1　サイレント・チェロ

写真5-2　サイレント・ギター 写真5-3　電子ピアノ
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くて、一番最初にキーワードで INTEGRITY
ということを申し上げましたが、楽器が持っ
ている本当の一番大事な価値のようなものを
ぼけさせない、曇らせないために、余計なも
のを全部排除していって、ピュアなものを残
し、しかもそこにエモーショナルな部分を少
し戻してあげて、ものとしての価値をつくる、
そういったイメージで 'Simplicity' というこ
とを考えております（写真5-2）。
　最後に 'Fine material/Fine finish'、素材
と仕上げの美しさということです。やはり長
く使っていただくとか、愛着を持っていただ
くということで、素材感はとても大事です。
もちろん機能が充実していながらも、ものが
持っている素材感が、人とものとをつなぐと
ても大事なインターフェースになります。
　先ほどの五つのキーワードの次に、「永く愛
用されるデザイン」、「愛着の持てるデザイ
ン」、「簡潔なデザイン」、「素材と仕上げの美
しさ」を考えたデザインという四つの考え方
ということで、われわれの普段のデザインの
取り組みの基本になる部分をご紹介させてい
ただきました。

黒田　どうもありがとうございます。われわ
れは、日頃、商品というかたちで接して、そ
の考え方、コンセプトに関して触れることは
あまりないと思いますので、たいへんに参考
にさせていただきました。お話しされたよう
なことを整理されたのは何年ぐらい前ですか。

峯　最初に申し上げた五つのキーワードを、
大体こんなかたちかなと定めたのは1987年
ぐらいでした。あとで紹介した四つの考え方
は、1999年から2000年頃でした。それま
では共通の概念はございましたが、成文化さ
れたものはなかったので、それをまとめて今
のようなかたちにしました。

黒田　ありがとうございました。それでは、1
巡目最後になりますが、スズキ株式会社の吉
村等さんからご発表をお願いします。

●若き日のデザインへの想い
吉村　スズキの吉村です。よろしくお願いし
ます。1971年に入社して、36年があっと

いう間に過ぎてしまいました。自分がなぜデ
ザインという仕事に興味を持ち、志したのか、
こんなことを考えることは滅多にありません
が、今回は、せっかくの機会ですから、その
辺のことを振り返ってお話ししたいと思いま
す。
　まず、私の勤めているスズキの紹介を簡単
にさせていただきます。主な商品は、自動車、
二輪車、船舶および船外機、モーターチェア
です（写真6-1）。スズキは、モーターサイク
ルのイメージが強いかと思いますが、儲け頭
は四輪で、ずっと軽自動車を中心にやってき
ましたが、ここへきて小型車の生産もずいぶ
ん増えてきております。二輪車も、軽便なス
クーターから、大型バイクまでやっておりま
す。最近力を入れてやっておりますのが、福
祉車両のセニアカーです。2006年の販売台
数は、二輪が300万台以上、四輪が約220
万台で、二輪のほうが多いのですが、売上高
では四輪です。2007年3月期の決算では、
連結総売上高が3兆1,637億円ということ
で3兆円の壁を越えました。グローバルな商
品の小型車が伸びていることが背景にあると
思います。
　私が主に係わった製品を紹介させていただ
きます。まず四輪のALTO(アルト)ですが、多
くの女性に車を使っていただけるようになっ
たということで、お役に立てたのかなと思い
ます。これは私が会社に入って最初にデザイ
ン全体をまとめた仕事で、非常に思い出深い
車です。軽自動車は、当時は大きな車の縮小
版のようなデザインが多かった中で、まねで
ない、簡潔で機能的なものをつくりたいなと
考えたのを思い出します。
　ワゴンＲは、皆さんよくご存じと思います
が、小さい車ならではの軽便さという部分と、
軽自動車らしからぬ強い存在感の双方のオリ
ジナリティーのあるデザインで表現した車で
す。今、スズキのデザインの考え方として、
「存在感の強いデザイン」を目標としています
が、その辺のフィロソフィーの基本になった
車かなと思います。デザインは、つくり手の
メッセージを、お客さまに対してコミュニ
ケートするための手段だという意識も、この
仕事のときに非常に強く感じました。
　そして2001年ぐらいから、軽自動車だけ
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ではなくて、海外の拠点も含めてグローバル
に車をつくって世界のお客さんに使っていた
だくために、スズキはどう変わっていかなけ
ればいけないのかを真剣に考え始めました。
その結果、存在感の強い、塊感、安定感、品
質感のある車を目指そうということになり、
世界戦略車第1弾としてSWIFT（スイフト）
という車を出しました（写真6-2）。最近はま
ち中で随分見かけるようになったと思います。
　これから、先ほど申しました、私のプライ
ベートな思いを紹介したいと思います。私は
広島の生まれです。原爆が投下されたのは昭
和20年8月6日ですが、3年後の昭和23
年8月13日に生まれました。いわゆる団塊
の世代の真ん中です。そういう中で、初めて
目にしたのはアメリカ車でした。当時、広島
にはABCC（原爆障害調査委員会）という米
軍の調査医療施設がありました。そこで使わ
れている車が、ドアにウッドパネルが張られ

たステーションワゴンでした。当時、ほこり
だらけのガタガタ道でしたが、この車は全然
ボディーが揺れないのです。タイヤがずっと
上下してショックを吸収しながら非常にス
ムーズに走っていて、幼年時の私たちにとっ
ては非常に印象的に映りました。そういうも
のが、アメリカの文化や自動車の魅力への興
味を持たせてくれたのかなと思います。
　それから1966年ぐらいだったと思います
が、ゼネラルモーターズのポンティアック
Grand Prixという車のカタログです。なぜこ
れを出したかというと、私のおばが原爆で目
を痛め、治療でアメリカに渡り、結局そのま
ま永住をすることになりましたが、その息子
が日本に遊びに来たときに、このカタログを
私にくれたのです。その絵を見たときに、当
然車の魅力もありますが、背景に描かれてい
るライフスタイルも含めて、非常に感動を受
けました。
　そして、時代は下りますが、ヤマハのギター
とスキーが印象に残っています（写真6-3）。
高校時代に音楽とかスポーツに興味を持ちま
して、その中で、非常に感動を受けたのがヤ
マハのエレキギターやスキーでした。当時の
製品の中で性能、デザインともにダントツに
クオリティーが高かったと思います。海外か
ら輸入されたものにいいものもありましたが、
金額が高くて手に入れられるものではありま
せんでした。デザインの研究所長をなさって、
最近までこの大学の教授であられた高梨廣孝
さんのデザインだろうと私は理解しておりま
す。楽器のプロポーション、面処理、テクス写真6-1　スズキ（株）の商品領域

写真6-2　スズキの世界戦略車SWIFT 写真6-3　ヤマハのギターとスキー
（吉村氏所有）
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チャー、色、ロゴタイプ、いろいろな意味で
影響を受けた商品です。
　今でもバンド仲間と演奏していますが、子
どもの頃一番好きだったことを未だに続けら
れるということで、ヤマハさんには非常に感
謝しております。先ほど、ロングライフパー
トナーとおっしゃっていましたが、35年も
40年も前の楽器がいまだにちゃんと性能を
発揮して、使い込めば使い込むほどいいもの
を、当時から実現されていたということは、
驚きに値するなと思います。
　今、若い日を思い起こしてみますと、今、日
常の生活の中で、自分たちがデザインした車
を使いながら生活していることが、奇跡のよ
うな感じがします。そういう意味で、過去に
感動を与えてくれたいろいろなもの、人に改
めて感謝をしたいと思いますし、自分のデザ
インを通じて、少しでも楽しさや感動を、ス
ズキから、浜松から発信し、ふるさとの広島
や、日本中、世界中のお客さんたちに恩返し
ができればなと思います。

黒田　どうもありがとうございました。広島
生まれで、ヤマハのスキーとギターにあこが
れた吉村青年が、成人後、この浜松の地で、ス
ズキという会社でデザインの総括をしている
ということで、それぞれ別の企業、別の文化
をお持ちになるのでしょうが、あるいは東海
地区、ないしは浜松という接点で何か共通項
があるのかなということも感じないではない
お話だったかなと思います。
　さて、今一巡して、沼田さん、峯さん、吉
村さんは、浜松を代表する企業のデザインの
部門の責任者で、その成果も拝見できました。
世界有数のクオリティーの成果を上げてい
らっしゃることは、改めてこの東海地区の特
色として挙げられるのかなと思います。
　一方、ダーグさんのお話では、スウェーデ
ンでは必ずしも世界的なビッグではない会社
でも、デザインに熱心に取り組んで成果を挙
げている例がありました。そのあたり考える
と、大きな企業を支える、ないしは見えない
ところにある少し小さな企業群も、東海地区
の中で見ていく必要もあるのかなと思います。
　そういった観点で、パネラーの方に補足で
ご発言いただけたらと思います。江口さんは、

大企業だけではなくて、静岡県内ないしは愛
知エリアの小さな会社ともお付き合いがある
のだろうと思います。その辺りのデザイン状
況を補足いただきたいと思います。続いて、
沼田さん、峯さん、吉村さんから、地元の企
業、ないしは生活者の接点で何か感じるとこ
ろもあれば、補足していただければと思いま
す。そのあとダーグさんから、スウェーデン
のデザインというと昔から非常に優れたもの
があるのかなと思いがちですが、聞いてみる
と、本当に広まってきたのは過去20年ぐら
いのようです。その間にどのようなことが
あったのか、お聞きできたらと思います。

●東海地区デザインの可能性
江口　今日お聞きしていると、浜松地区と、
私がいる愛知県とは少し状況が違うかなとい
う感じを受けました。愛知は、自動車は生産
台数ではかなり伸びていますが、ここ10年、
国際競争力をつけるということで、3年でコ
ストを30％下げろというような課題をここ
数年ずっと与えられていて、みんな資本力と
いうか、開発力を失っています。
　10年ぐらい前、自動車の用品がかなり売
れたことがありました。実際に車を開発して
きた中でできなかったことが、アフターマー
ケットではできるということで、私もいろい
ろ用品メーカーには提案しました。1990年
代ですと、例えばフロアマットとか、エアロ
パーツとか、けっこう売れるようになって、
数字が出れば自動車メーカーもどんどんやり
始めます。でも、用品の世界は、デザインが
良くて売れ過ぎると駄目です。5％売れる用
品というのが、デザイナーにとっても開発に
とっても一番最適なデザインです。5％以上
売れたら、例えば15％エアロパーツが売れ
ると、自動車メーカーに持って行かれてしま
うのです。
　例えば自動車系列で言うと、二次メーカー
の下に幾つか三次メーカーがあって、またそ
こに納めているメーカーがあって、細かい部
品では四次、五次まで網羅されているわけで
す。そういう構造ができているので、愛知県
の中小企業は生産技術はありますが開発意欲
がなく、リスクを冒さない。今後、この中小
企業が、自分たちの力で何とかしようという
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気になってくれるかどうか、これがキーかな
と思います。

黒田　続きまして、大手の企業にいらっしゃ
る中から、まず沼田さんから同じような観点
で一言印象等をお願いできたらと思います。

沼田　昔はデザインといったら東京でしょう
というかたちで、東京からどんどん地方に下
がってきました。それが、ここ10年ぐらい
でしょうか、非常にグローバルになってきて、
上海とか、ＡＳＥＡＮとか、そういうローカ
ルの商品群が非常に多くなってきました。
　それと、最近はプロダクトという領域を超
えた、それ以上のある力を持ったパワーに
よって商品が生み出されています。それがプ
ロモーションであったり、商品の仕掛けで
あったり、先ほど言ったＧマークの新しいも
のを切り拓く力といいますか、そのようなか
たちで、商品力だけではなくクリエーティブ
なところとのコラボレーションにおいて新し
い時代がつくられていく様を見ていますと、
デザイン部門が単なるプロダクト、いいもの
をつくる、安くつくるというだけで考えてい
ると、先々しっぺ返しがくるかなという感覚
は持っています。その辺が最近感じていると
ころです。

峯　人とものとの関係はとてもデリケートで、
とても大事なものです。当然人が中心ですが、
もちろんお値段もスペックの一つなので、適
正な価格でお届けすることはとても大事なこ
とですが、効率が先走ってどんどん海外に出
て行くことに警鐘を鳴らす場面も最近は多い。
やはり、この東海地区でといいますか、われ
われの地元でといいますか、日本でといいま
すか、広い意味での地元でものをつくること
は大切にしていきたい。
　それから、ものをつくるということは、そ
こに魂を込めるといいますか、みんなの気持
ちがそこに乗り移って、みんなで楽しいもの
を共有した暮らしができるみたいなところで、
成り立っていくわけで、この地区でのものづ
くりを考えるに際して、ものと人との関係と
か、つくるということの見直しみたいなこと
もあるのではないかと思います。

吉村　この東海地区の企業がどういうふうに
関係を持つかという部分もこの会のテーマだ
とは思いますが、基本は、特に大企業の場合、
それぞれの会社が競い合いながら互いを高め
ることかなとは思います。ただ、やはり物理
的にも自分たちの会社の中だけですべての仕
事が回るわけではありませんから、いろいろ
なところのヘルプをいただかなければいけな
いし、情報の交換ももっと必要なのかなと思
います。先ほど、用品の話も出ましたが、用
品については、確かに昔のようにアフターで
ということではなくて、最近は特別仕様等で
全部組んでしまうようなことをやっておりま
す。しかし、デザインそのものは社内だけで
全部開発し切れるものでもないし、またその
辺でご協力いただかなければいけない、教え
ていただかなければいけない部分もあるのだ
なと思います。

黒田　ありがとうございます。それでは、マ
イクをダーグさんに回していただいて、日本
では「失われた10年」もありましたが、そ
の間にスウェーデンではだいぶ画期的な20
年があったのではないかなと思います。その
辺どんなだったのでしょう。

ダーグ　スウェーデンは、家具やインテリア
関係のデザインは昔から世界的に有名だった
と思いますが、例えば企業向けの製品であっ
たり、医療機器とか、一般的な消費者向けの
ものはそんなに熱心にデザインをしなかった
と思います。何があったかというと、日本と
同じように、1980年代にバブルに入りまし
た。初めてバブルになってお金のある人が急
速に増えました。アートもそうですが、デザ
インもある意味でぜいたくなことだと思われ
ますので、1980年代に入ってから、一般の
人もそういうものを買えるようになり、それ
でそういう市場が広がりました。
　もともと人口が少なく、国内市場が非常に
狭いので、大手メーカーは昔から国際的に動
きましたが、中小企業は国内で活動して、競
争も激しくありませんでした。ですから、競
争するためにデザインナーを使うということ
もそんなにありませんでした。しかし、
1980年代に入って、バブルでしたので小さ
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い会社も拡大しようと思って、拡大するには
国境を超えなければいけない。大陸にはス
ウェーデンよりデザインにうるさい人が多い
ので、デザインには力を入れないといけない
というふうになったわけです。
　スウェーデンにも日経新聞のような新聞社
がありまして、そこが1980年ぐらいから、
デザインで経済的に成功した会社をどんどん
紹介しています。会社の経営者がみんな読ん
でいる新聞ですから、「競合相手がデザインで
成功した、それならうちももうちょっとデザ
インのことを考えないといけない」となるわ
けです。ですから、中小企業がデザインで成
功した事例を、皆さんにどんどん紹介するべ
きだと思います。

黒田　それでは、「東海地区のデザイン事情」
ということで議論の集約が図れたとも思いま
せんが、東海地区のデザイン関係の主だった
方にお集まりいただいて、まず一つ有用な情

報が得られたのではないかなと思います。
　デザインというと、一昔前ですとやり方が
わからない、専門家がいないという議論もあ
りましたが、昨今では、開発をする気持ちが
あるかどうかとか、情報がうまく流通してい
るかといったことも課題のように思いました。
一昔前と比べると、デザインと技術の関係も
かなり密になっているようにも思います。そ
れから、デザインの経営効果に関しては、日
本ではうまく見えてこないところも課題かも
しれないなと思います。
　そのあたり、私ども大学の立場でどれだけ
埋められるか定かではありませんが、可能で
あれば少し横断的な議論を続けることも考え
られたらと思っている次第です。

※　本研究活動は、平成19年度デザイン学
部長特別研究費「産・学・官とデザインの
研究」も得て実施されたものである。




